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Because the vehicle performance of large-sized cars has been improved and become larger, in order to gain insight for reviewing 

the passenger car equivalent (PCE) of large-sized vehicles in the future, in this study, we calculated PCE using actual measurement 

data for the cases in which a car 6 meters long and a car with double rear-axles are defined as heavy vehicles when used on the 

general roads.  According to the results, it was confirmed that PCE is influenced by car length, and the relationship with large-sized 

vehicles including commercial vehicle ratio is able to be explained well in the case in which a car has double rear-axles more than 

those of the other case. 

 

１． はじめに 

大型車は加速性能や車長が乗用車と異なるため，道路の

交通容量に影響をもたらす要因の一つである．道路の交通

容量は，大型車 1 台が乗用車の何台分に相当するかを示す

大型車の乗用車換算係数（以下，「PCE」）に，大型車の実

台数を乗じることで，乗用車換算台数として与えられる． 

我が国のPCEは，昭和59年に発行された道路の交通容

量[1]に示されている数値が使用されており，これは当時の調

査に基づくものである．しかし，近年は大型車の車両性能

向上や大型化に伴い，その値に違いが生じることが想定さ

れている． 

そこで本稿は，大型車のPCEの見直しに向けた新たな知

見の１つとするため，複数の交差点部の実交通流調査から

得られた，PCEの推計値と特徴を報告する． 

 

２． 既往研究等の整理 

道路の交通容量では，PCE の数値は単路部では 2.0，信

号交差点は1.7としている．これは当時，各地の実交通流調

査の結果を基に設定された値であり，以降これに代わる数

値を示した基準等は存在しない．これに対しPCEの研究は

様々行われている．例えば，桑原ら[2]の研究では，1つの交

差点で算出されたPCEが1.6程度であり，規定値より低い

値が観測された．鹿田ら[3]の研究では，複数の交差点で算出

された PCE の値の多くは 1.4～1.6 となることを示した．

さらに，この値の違いは交差点固有の条件に左右されると

している． 

このように，PCEは道路の交通容量の規定値を下回る値

が示されてきた．一方，道路の交通容量や既往研究では，

大型車の判別はナンバープレートに基づき行われてきた．

しかし，大型車の交通流への影響を表現するためには，車

長を考慮する必要がある． 

 

３．調査概要 

３－１ 調査地点 

 大型車の多い臨海部道路である，国道 357号の 3交差点

を対象に調査を行った．対象とした交差点名と調査日時を

をTable 1に示す． 

Table 1. Investigation site, date and time 

No. 交差点名 調査日時 

① 
舞浜交差点 

平成28年8月1日(月)   9:00～10:00 

② 平成28年8月1日(月)  10:00～11:00 

③ 中瀬交差点 平成28年8月5日(金)  10:00～11:00 

④ 若葉交差点 平成28年8月5日(金)  9:30～10:30 

３－２ データの取得方法 

 対象交差点をビデオで撮影し，停止線を通過する各車両

の通過時刻を観測した．さらに，交差点での発進流を対象

とするため，滞留車両のうち発進遅れの影響がないと考え

られる4台目以降の車両を対象とした．また，滞留車両の

多くは車間時間が4秒未満であったことから，車間時間が4

秒以上の車両が観測された場合，これ以降の車両は分析対

象としないこととした．  

３－３ 大型車の分類方法 

 本研究では既往研究を踏まえて，大型車の定義を以下

の2種類としてPCEを算出した． 

定義① 車長6m以上の車両 

ビデオから停止線と停止線から5m離れた場所の，車頭時

間，車尾時間を読み取り通過速度を算出し，車長を推定し

た．なお，6mは首都高速道路株式会社が車両感知器データ

から大型車を判別する基準である． 

定義② 後輪2軸以上の車両 

ビデオから目視により判断した．道路構造令の解説と運

用では，設計車両である普通自動車（大型車）をバス，ト

ラック等が含まれる後輪2軸車両としている． 

 Figure 1は①舞浜交差点で観測された，大型車の車長分布
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Table 2.Observed Average Headway 

（（ ）内はサンプル数） 

 
車種

構成 
①舞浜 ②舞浜 ③中瀬 ④若葉 

定
義
① 

hcc 2.43 (43) 2.18 (37) 2.22 (93) 2.31 (141) 

htc 2.36 (34) 2.53 (38) 2.22 (47) 2.34 (36) 

hct 3.23 (28) 3.18 (43) 3.26 (41) 2.92 (35) 

htt 3.15 (27) 3.26 (60) 3.25 (20) 3.66 (12) 

定
義
② 

hcc 2.49 (79) 2.59 (100) 2.33 (132) 2.33 (179) 

htc 2.48 (26) 2.76 (28) 2.29 (33) 2.42 (20) 

hct 3.73 (21) 3.32 (29) 3.56 (27) 3.61 (17) 

htt 3.28 (6) 3.65 (21) 3.33 (9) 3.47 (8) 

 
Table 3.Result of passenger car equivalents 

を，2種類の大型車の定義別で示している．定義①より定義

②の方が，車長が長いことがわかる． 

 
Figure 2. Distribution of heavy vehicle length 

 

４．大型車の乗用車換算係数の算出 

４－１ 算出方法 

PCEの算出を以下の2種類の式を使用して行った． 

①乗用車換算係数の定義に基づく方法 

乗用車換算係数の定義に基づくと，PCEは式(i)により算

出される． 

平均車尾時間＝𝐻 × (1 − 𝑃𝑡) + 𝐻 × 𝑃𝑡 × 𝑃𝐶𝐸…(i) 

ここで，𝐻：小型車のみの平均車尾時間，𝑃𝑡：大型車混入率 

PCE：大型車の乗用車換算係数 

②車種構成を考慮した方法 

鹿田らの研究で提案された算出方法であり，式(ii)により

算出される．これは先行車と後続車の組合せで車尾時間が

異なることを考慮したものである． 

𝐸𝑇 =
ℎ𝐶𝑇+ℎ𝑇𝐶−ℎ𝐶𝐶

ℎ𝐶𝐶
−

ℎ𝐶𝑇+ℎ𝑇𝐶−ℎ𝐶𝐶−ℎ𝑇𝑇

ℎ𝐶𝐶
× 𝑃𝑇…(ii) 

ここで，𝐸𝑇：大型車の乗用車換算係数， 

ℎ𝐶𝐶：小型―小型の車尾時間，ℎ𝐶𝑇：小型―大型の車尾時間， 

ℎ𝑇𝐶：大型―小型の車尾時間，ℎ𝑇𝑇：大型―大型の車尾時間， 

𝑃𝑇：大型車混入率 

４－２ 算出結果 

 Table 2は，各調査地点で観測された，定義別，車種構成

別の車尾時間の平均値を示している． 

 この結果を基に，式(i),(ii)より算出されたPCEと大型車混

入率の関係を定義別，算出方法別に示したものがTable 3 

である．いずれの定義，算出方法，調査地点においても，

PCEは 1.2～1.6となり，既往研究と同様に規定値(1.7) よ

りも低い数値となった． 

次に，大型車混入率とPCEの関係をみると，定義①では

明確な傾向が確認できないが，定義②は大型車混入率との

関係が明確に表れており，大型車混入率が高いほどPCEが

低い結果となった．なお，定義①と定義②では，算出され

るPCEと大型車混入率の値は異なるが，これはFigure 2 

に示したように，それぞれ車長の分布が異なっていること

に起因するものである．このことは，大型車のPCEは車長

に大きな影響を受けることを意味しており，大型車が交通

流に与える影響をより正確に評価するためには，車長別に

PCEの値を把握することが重要であると考えられる． 

 

５．まとめ 

 本稿では，異なる大型車の定義・算出方法別に，PCEの

算出を行った．その結果，いずれのパターンもPCEは規定

値(1.7)より低い数値となった．また，大型車混入率とPCE

の関係は，後輪2軸車両を大型車とした方が，明確に説明

できることを確認した．さらに，PCEは車長に影響を受け

ていることも明らかにした．今後はこれを踏まえて，サン

プル数を増やすと共に，車長に応じたPCEを算出する． 
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